
　実務におけるＣＡＥの活用には、まず技術的課題を明確にし
て解析モデルを作成し、解析を行います。
　次にその結果の検証を行い、解析に誤りがなければ、設計と
して満足しているか否かという設計の良否の判断と、その対策
や改良案の検討を行います。その間、常に解析モデルは修正
され、確立していきます。このような解析の流れの中で、重要に
なるのは解析結果の検証で、あらかじめその検証手段を準備
しておかねばなりません。その主な手段は手計算による理論
式と実験です。（図1参照）

　解析を行う時には、最初から部品や製品の解析を行うので
はなく、長方形や円形のような簡単な形状で、線形解析から
始めます。この段階では、解析も簡単で、また理論式がある場
合が多く、実験による検証も比較的簡単にできます。この段
階で解析モデルの信頼性を確立しておかねばなりません（図
2 Start ）。
　次に、簡単な形状の段階で必要な非線形解析などの高度化
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センター事業から府内立地企業の紹介

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

日立マクセルが
京都で生み出したモノ
　当社は1961年２月に操業を
開始しました。「マクセル」という
社名は創業製品である乾電池の
ブランド名であり、“Maximum 
capacity dry ｃｅｌｌ”「最高の性能
を持った乾電池」に由来します。当

社の製造の要となる京都事業所は1967年の創業以来、マクセル
の主要製品を数多く生み出してきました。音楽用カセットテープ、
データ用カセットテープ、　ビデオテープ、フロッピーディスク、コ
ンピューターテープ、磁気カード、リチウムイオン電池などさまざま
な製品が京都事業所で生み出され、世界初・国内初・業界初の技術
力を誇るマクセルのアナログコア技術を培ってきました。

日立マクセルの「強み」とは
　企業が持続的に成長していく上での原動力は技術力と考えてい
ます。その中で、当社にとってカギとなるのはアナログコア技術で
す。料理が味付けひとつでガラッと変わるように、製品も原材料や
加工における差別化要素により他社が模倣できない製品へと変化
します。アナログコア技術の最近の一例として、トップクラスのエネ
ルギー密度を強みとするリチウムイオン電池技術「ULSiON(アル
シオン)」があります。この技術は、負極中のシリコン電極材料の含
有率を増やすことで従来品比約2倍のエネルギー密度という技術
進化を実現しました。この技術をウェアラブル端末に応用すること
により長時間稼働が可能となります。「誰もやらない、誰もできな
い、誰も追いつけない」分野で、アナログコア技術とモノづくり力を
活かし、引き続き成長をはかりたいと思います。

京都事業所の役割とは
　京都事業所の主力製品であるリチウムイオン電池は、スマート
フォン用やゲーム機用のみならず、ウェアラブル端末向け、ドロー
ン（無人航空機）向けをはじめ蓄電システムへの展開、車載用リチ
ウムイオン電池電極の生産を行うなど、時代のニーズに応えた製
品を世に送り出しています。さらに自動
車用リチウムイオン電池向けの高機能・
塗布型セパレーターや各種粘着テープ
の生産拠点として稼働し続けています。
このように京都事業所は当社のマザー
工場であり先端技術開発の中核と位置
づけています。

日立マクセルが誇る「モノづくり力」
～京から明日へ  本社機能移転でアナログコア技術を進化～

京都に本社機能を移転してさらなる進化を
　当社は現在、「自動車」「住生活・インフラ」「健康・理美容」を成長
分野と位置づけて、他社と差別化した一歩先の技術の開発に取り
組んでいます。この成長戦略を遂行する目的で、高度な人材や技
術が集積し国際的なオープンイノベーション拠点をめざし、先進的
な取り組みを進めている京都の地に、２０１６年４月、開発統括本部
を有する本社機能を移転しました。
　さらに関西有力大学との人財・技術面での連携、本社管理機能と
先端技術開発機能の融合による業務効率やサービスの向上をめ
ざす上で京都はたいへん重要な地域です。東京本社との二本社制
により、ＢＣＰ※の充実もめざしてまいります。
　また、当社の海外売上高比率が60％とグローバルに事業を展開
しており、インフラにも恵まれた京の「地の利」を活かし成長戦略を
加速することによ
り、今後も中長期的
な視点で地域経済
の活性化と雇用機
会の創出に貢献し
ていきたいと考え
ています。

京から明日へ
　世の中は、自動車における先進運転支援システムADAS※※技術
の開発、IoTやセンシングによるビッグデータの進展、ウェアラブル
端末やロボットの実用化など、技術革新が劇的なスピードで進んで
います。当社はこうした新たな潮流を先取りし、ビジネスチャンスを
掴んでいくため、京都本社にある開発統括本部において高容量、
長寿命、高安全性、耐環境特性をもった特長あるリチウムイオン電
池及び電子部品、自動車部品向けといった難易度の高い生産工程
向け粘着テープなどの開発を進めており、今後もお客さまに喜ば
れる製品を創出して世の中に貢献していきたいと思います。

※BCP（Business Continuity Plan：事業継続計画）
※※ADAS（Advanced Driving Assistant System：先進運転支援システム）

代表取締役 取締役会長　千歳 喜弘 氏

ラミネート形リチウムイオン電池EnergyStation C 本体

上空より

エントランスホール

ＣＡＥ活用のポイント（ＣＡＥ技術研究会より）
当センターでは平成２１年度から「設計者がＣＡＥ※をより身近に、手軽に」をコンセプトとした『ＣＡＥ技術研究会』を開催しており
ます。１年間を通して、基礎的なＣＡＥの研修から会員企業の技術的課題を事例研究として取り組み、ＣＡＥの活用技術の習得とス
キルアップを図っております。ここではＣＡＥ活用の流れにおけるポイントを紹介します。（※Computer Aided Engineeringの略）

日　時　平成２９年３月１７日（金） １３：００～１７：3０
会　場　当センター　５階研修室
内　容　講演「有限要素法―CAEと不連続性挙動について」
　　　　各会員による事例研究の発表

●丸鋸刃先のロウ付温度の検討
●ＬＥＤ長尺照明の振動解析手法の構築
●パイプせん断用刃物形状の検討　
●パネルの鋼球落下衝撃試験のシミュレーション
●ガス栓の自在機構部の強度解析
●ハードコート膜の押し込み強度の解析 等

平成２８年度の成果発表会のご案内

期　間　平成29年４月～平成30年３月
　　　　前期／月２回　後期／月１回　計１７回
講　師　田村技術士事務所　　田村隆徳氏（京都府特別技術指導員）
　　　　株式会社島津製作所　笠井貴之氏
年会費　新規会員50,000円　継続会員25,000円

平成２９年度ＣＡＥ技術研究会の会員を募集しております。

図1　実務におけるCAE活用の流れ

図2　CAE解析モデルと検証性

をはかります（図2A）。形状が簡単なためメッシュ数が少なく、
解析時間も短く検証も容易です。それから実際の部品の複雑
な形状の解析を行います（図2 Goal ）。
　これに反して形状を複雑にしたのち（図2B）に解析を高度化
すると、モデルの作成も煩雑になり解析時間も長くなる上、検
証が難しくなります
　解析を高度化するには、人的な能力が必要ですが、形状の複
雑化はコンピューターにまかせることができます。よって形状
の複雑化は最後にすることがＣＡＥの活用には重要なポイント
となります。
　したがって、最初から複雑な形状のモデルで高度な解析をす
ると正しいかどうかの検証ができません。
　特に設計者向けＣＡＥ（三次元ＣＡＤにリンクしたＣＡＥソフト）
を使用している場合、設計が完了した部品は形状が複雑な場合
が多く、図2Bからスタートすることが多いので、注意が必要で
す。このような場合はいちど検証可能なところまで簡単な形状
にもどり、検証を行った上で、図2Aのルートを辿られることを
おすすめします。
　ＣＡＥ技術研究会は、これからＣＡＥを習得しようとされている
方だけではなく、既に設計者向けＣＡＥを利用されている方にも
有意義な研究会となっています。
　詳細は下記のＨＰをご覧ください。
https://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/kenkyukai/cae/

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 機械設計・加工担当　TEL：075-315-８６３３  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban＠mtc.pref.kyoto.lg.jp


